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ザ･ボイスメール 2010 年 6 月号 
イタリア最近トイレ事情 
 歴史遺産そして芸術と美食の国イタリア。ピザ、スパゲッティ、ワインを味わいながら

の楽しい旅でしたが、一つ、とても困ることがありました。それはトイレです。「イタリア

人はみんなウンコをしないんかナ？」なんて冗談めいた疑問まで出てきます。私も「トイ

レ学者｣でもなく、全国の実態調査をしたわけではないので、以下の記述は決して正確とは

言い切れません。グループ旅行でたった 1 週間のイタリア滞在の間に私の目に映った事実

と印象です。偏見があるかもしれません。 
でも、「海の水が塩っからいのを知るのに、太平洋の水を全部飲まなければならないとい

うことはない」との言葉もあります。食事とともに人間が生きていくための最も大事な営

みの一つ――この“用を足す”という営みに、ことのほか気を遣わざるを得なかったから

です。 
 以下は、思い出すままに綴った見聞・体験記です。 
 
 まず、どこに行ってもトイレの数が少ない。空港でもレストランでも観光地でも。 

到着したミラノの空港。バッゲッジクレイムの場で自分のトランクが出てくる間に、

フロアーの端にあるトイレに小用で駆け込んだ。二つの仕切りのある扉を押し入って

みて驚いた。男性用の「小」用は一つのみ。「大｣用に二つあっただけだった。 
  早く済ませて次の人に、と力んでも、哀れなるかな、高齢からくる前立腺肥大の傾向

があり小用でも時間がかかる。そのときは、自分の後には一人だけで助かった。もし

大勢が一列に並ばれたらどうなるだろうか、と一瞬思ったものだ。 
 このトイレの件では食事の前や移動の際、ガイドが口をすっぱくして強調していた。

「バスに乗る前に必ずトイレを済ませておいてください！レストランでもトイレは男

女一つずつしかありません。私たちのグループ 30 人あまりの人が食事を終わって一斉

にトイレに行ったら、仮に１人 2 分でも 1 時間かかってしまいます。次のスケジュー

ルに間に合いません。どうか皆さん、食事中でも頃あいを見はからって、遠慮なくど

んどん行くようにお願いします」 
 一部を除いて、全体的にどこもあまりきれいではない。設備も古い型だ。近年、ＪＲ

の駅のトイレがずいぶん近代的できれいになっており、また各家庭にウォッシュレッ

トなどが普及している日本から訪れると、ルネッサンスの発祥地イタリアに来て、な

んだか半世紀ほど昔に戻ったような感じになる。一方で、ホテルの便器の隣には日本

にはないビデがある。かつて、ここで顔を洗った日本人旅行者がいた、なんて笑い話

が語られたこともあるが・・・。ガイドの説明によると、実はウォッシュレットの淵

源はこのビデだという。ただイタリアでは水質が違い（石灰質が多い）ノズルが詰ま

ってしまうため適用されていないのだという。 
 便座が壊れ、あるいは盗まれてしまっているもの、ドアの鍵が壊れてしまっているも
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のもある。帰途のローマのレオナルド・ダ・ヴインチ空港の出発ロビーの男性用トイ

レ。大用が７つあった中で３つが壊れていた。一つはドアのノブが回らず出入りがで

きない、一つは入って閉めるとロックが壊れていてドアが閉まらない、一つは誰か使

っているわけでもないのにドアが閉まっていて開かない。便座は見た限りではすべて

にあった。でも、もし便座のないトイレだったら、みんなどのようにするのだろうか？

「そんなのは立ったまましゃがんで工夫するのさ！」「いや、その上に乗ってしゃがむ

のさ！」なんてグループ仲間の気軽で無邪気な発言もあったが・・・（申し訳ありませ

ん。クサイあまりにも生々しい文章で） 
 用を足した後、水を流すレバー、ボタン、踏み板などの位置と形が実に多様なこと。

日本のように便座の後ろか横にレバーのあるものから、ボタンを押すもの、引っ張る

もの、ペタルを踏むもの等、その大きさやデザインも多種多様。なかにはどこにある

のか、さんざん探さなければわからないものもある。ベネチアのホテルでは、１㍍ 20
㌢ほどの高さに水タンクとボタンがあった。大の用を足しているときには、背の低い

人はやっている途中で立ち上がらなければならない。これでは小さな子供たちはどう

するんだろう、なんて素朴な疑問がわいてきた。 
 公衆トイレのほとんどが有料である。ハイウエイのドライブインでも同じ。使用料と

いうのだろうか、それともチップといった方がよいのだろうか。ちなみに料金は訪れ

たミラノ、ベローナ、シエナ、ローマ等の都市では大部分が１回 50 ㌣（約 60 円）だ

った。雨のそぼ降る夕方、｢ロミオとジュリエット｣の舞台ベローナ市の広場にある公

衆トイレに入った。地下１階に入っていくと、劇場の入場券売り場のような受付があ

り、窓ガラス越しに料金を支払うようになっていた。2 月に訪れたエジプトの観光地で

は、トイレの出入り口に、汚れた札束を手にした、むくつけき男が立っていてチップ

を請求していた。お釣りを受け取るのさえためらうような衛生状態だったことを思え

ば、まだこちらの方がすっきりはしている。 
 水の都ベネチアでは、たった 100cc 前後（人によって違いがあるが）の水を体内から

排出するのに２ユーロ(約 240 円)も払わなければならなかった。生理現象とはいえ、何

回も利用したら結構な額になる。ここで、イタリアを訪れる旅行者が、ホテルの外で

１日に何回、用を足すか、そのチップの合計額を想像してみるとよいだろう。トイレ

が近い私自身も、ときどき小銭がなくなって当惑することにも直面した。イタリアで

は予想外に小銭が必要なのを身をもって知らされたものだった。 
 ついでにもう一つ。これは私自身に“責任”があるものだが・・・。｢小｣をやるとき

の朝顔が“放水”の位置ぎりぎりまで高いのがまれにあったことだ。かつて北欧の空

港に寄ったとき、朝顔の位置があまりに高く、つま先立ちをしながら用を足したこと

がある。男性の平均身長がたぶん 180 センチに近い長身の北欧の人々に比べて、日本

人の中でも短足の自分の悲哀である。イタリア人は北欧ほどではないから助かったも

のの、こんなトイレも時にはあることを、これからイタリアを訪れる日本人の参考ま
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でにご報告しておきたい。 
 
 ――以上、日本からの一旅行者として体験です。大好きになった、またお世話になった

イタリアの悪口を言うつもりは毛頭ありません。 
 つい先ごろのマスコミの報道によれば、イタリアで日本人観光客に法外な代金を請求し

たレストランが罰せられ、被害者の日本人には観光局じきじきのお詫びと、イタリアへの

招待があったといいます。こうした誠意ある対応もステキですが、半面、イタリアを訪れ

る何万、何十万の日本人旅行者の感想・口コミもとても大事だと思うのです。食とともに

人間にとってトイレは最も切実な課題です。素晴らしい歴史遺産をもつ観光大国のイタリ

アが、外国、特に日本からの観光客の印象をさらによくするための参考になれば、との強

い願いと思いを込めて綴ったことをご理解ください。（東京にあるイタリア大使館にもこの

文を送りました） 
その一方で、これがイタリアに関心のある方への日伊の文化比較、生き方比較、考え方

比較のための軽い読み物になれば、こんな喜びはありません。この機会に、未開民族も含

めた世界のトイレ文化の研究も意義ある貴重な仕事、どなたか取り組んでくれたら面白い

だろうナ、なんて思った次第です。  
 
 


